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１．イングランド銀行

“Future of Finance” Report
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🄫Bank of England

 2019年6月公表

 これからの社会の

方向性と、その中での

金融のあり方を展望

 その上で、当局の

採るべき対応を指摘



“Forces shaping the economy”
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社会の変化

 デジタルシフト

 プラットフォーム

 ギグエコノミー、

シェアリングエコノミー

 ビッグデータ

 自動化・マシンラーニング

 新興市場との

インテグレーション
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 脱炭素化

 人口動態の変化

 アンバンドリング

 サイバーリスク

 規制監督の変化

 テクノロジーによる

効率性向上



金融サービスへの新規参入
ー ネオバンク、フィンテック、テックジャイアント －
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脱炭素化のための投資資金需要
― 2030年まで毎年6.9兆ドル（約750兆円） －



９つの提言

 これからの支払決済システムの設計

 進んだ金融インフラを通じたイノベーション推進

 規準設定などを通じたデータエコノミーの支援

 金融のグローバルスタンダードをリード

 低炭素排出社会へのスムーズな移行を促進

 人口動態変化への対応

 変化するリスクから金融システムを守る

 サイバーリスクへの対応

 規制へのデジタル導入
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２．東京国際金融センターへの含意
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 COVID-19下での変化

・ デジタル化の加速

・ リモート化（Zoom Boom)など新たな実務

・ プラットフォーマーの拡大

・ キャッシュレス化の進展

・ 金融の重要性の再確認（金融危機は回避）

・ ポスト・コロナの経済モデルの模索

 脱炭素化・地球環境の持続可能性への貢献

・ 「リスク」、「リターン」を超える情報処理

・ 金融活動そのものをカーボン・ニュートラルに



未来の国際金融センター像

 金融インフラの持続可能性

・ 金融インフラのカーボン・ニュートラルの実現

・ インフラのデジタル化、世界最高峰のデジタル環境の整備

・ 金融インフラの環境配慮のディスクロージャ―

・ BCP（対自然災害、パンデミック等）

 「リスク」・「リターン」を超えた資金配分機能

・ 金融を通じたインパクト・持続可能性への寄与

・ 脱炭素・再生可能エネルギー投資等のための巨額の資金需要を満たす

・ 人々や投資家に、ESG・SDGｓ等新たな投資機会を提供

・ 気候関連ディスクロージャ―等の充実
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 オープン、イノベ―ティブ、アジャイル

・ 銀行・証券・一般事法・スタートアップなど多様な主体の参加と協調

・ 豊富なデータとその共有、オープンAPI、クラウド、SaaS

・ 多様な人的資源、投資家、金融商品

・ 新しいビジネスモデルや技術にトライできる環境

 透明、公正、ガバナンス

・ 法治主義、透明でわかりやすい規制監督

・ 情報に（英語で）容易にアクセス、オンラインでの行政とのコミュニケーション

・ データ・セキュリティ、プライバシー、データ活用と個人の尊厳の両立

・ サイバー耐性
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